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Ab8trut

　　　This　study 　clarified 山e　specificity 　oneg 　strength　and 　power　in　se ▼eral 　spOrt 　ath 且etes ．

To　accomphsh 　this　purpose，　a　new 　physica畳 正itness　test　was 　developed　to　evaluate 　the

capacity　for　the　ba艮且istic　and 　stretch −shortening 　cyc且e （SSC）movements ．

　　　　1．The　drop　jump（DJ），atypical 　SSC　movement 　was 　used 　in　this　test．　A　few　experi −

ments 　were 　performed 　to　determine　the　best　droppi皿g　height　and 　jumping　technique　of　DI　in

10college　ma 】e　athletes ．　These　resu 且ts　showed 　the　best　method 　of　DI　was 　rebound 　DJ　with

sma 且［angular 　displacement　of　the　knee　from　O．3mbecause　of　appearing 　the　shortest 　con ・

tact　time　and 　the　longest　air　time，　and 　being　ballistic　and 　safe 　movernent ．

　　　　2．Average　force〔Finde翼 冨 lta／2十 （2・hd／g）
1／21

／tc十 1〕，average 　power 〔Pincle翼
＝ lg・

（t／2）
2− 2。h，｝／（2・tc）〕and 　the　capacity 　to　jump　higher　within 　shorter 　contact 　time〔DJindex

・＝ （1／8。g 。 
2
）／魅〕are 　calculated 　by　using 　cont3ct 　time （  ），air　time　（ta）and 　dropping

height（隔）of 以，　and 　g｛9．81　m ／s2）．Interrelationships　between　Dlind。罵
Findex，　Pincle寛 tc　and 　ts

were 　examined 　in　93　male 　ath 且etes 　of　14　sport 　events．　These　results　showed 　the　best　i皿dex

was 　DJinde
翼
because　of　reflecting 　both　Finder　and 　Pindex，　and 　tc　and　ta．

　　　　3．The　specificity 　of ■eg 　strength 　and 　power　was 　investigated　by　comparing 　with 　DJin・

dex 　height　of 　counter 　movement 　j皿 mp 　（CMJ
−H）and 　maximum 　strength 　exerted　by　squat

posture　at　90
ひ

of　knee　angle （S −MAX ）in　93　ma 且e　athletes 　o 正14　sport 　events ．　This　resu 且t

showed 　all　sport 　athletes 　were 　grouped　into　A
，
　B　and 　C　typeJumper 　and 　sprinter ，　gymnast

and　 kendo　atheletes　be且onged 　to　A　type　which 　showed 　the　character 　of 且arge　in　order 　of

DJindex，　C！呀
一H　and 　S−MAX ，　Skater．　ski 　jumper　and 　swimmer 　belonged　to　B　type　which

showed 　contrary 　character 　of　A　type，　Ball　game 　p［ayer 　and 量ong 　distance　runner 　belonged

to　C　type．　which 　did　not 　show 　difference　among 　them．　But　exce 亘lent　p且ayers 　for　jump　and

置botwork　in　ball　games　showed 山 e　same 　character 　as　jumper　and 　sprinter ．

　　　These　resu 且ts　lead　to　the　conclusion 　that　we 　shou 且d　evaluate 　not 　on 晝y　the　general　Ieg

strength 　and 　power　but　a且so　the　capacity 　for　the　ba且listic　and 　SSC 皿 oveme 皿t　by　measuring

DJinde
麗

when 　coaches 　scout 　f｛）r　spOrt　talents　and　athletes　practice　the　training　according 　to

speci‘icity　of　strength　and 　power 、　lt　shou 亘d　a且so　be　added 　that　DJindex　is　a　practica且index

which 　can 　be　simply 　and 　exactly 　measured 　by　using 　matswitch ．

’
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緒 言

　陸上競技の 跳躍種 目に おけ る走幅跳や 走高跳

は，踏切時 間が 0．1秒 か ら0．2秒 と極 め て 短 く
ze’2v

．短い 時間内に大 きな力を集中的に 発揮す

る運動で ある，また，球技 ス ポー
ッ における 各種

の 跳躍や フ ッ トワ
ー

クに も，こ れ らに類似 した運

動が内在 して い る と考えられ る．こ の ような力を

爆発的に極限 まで発揮する運動は ，バ リ ス テ ィ ッ

ク運動 （baltistic　movement ）と呼 ばれ，運動遂行

時間が比較的長い 運動やゆ っ くりと力を調節 しな

が ら発揮する運動 とは ， 神経制御機構や力発揮に

関す る調節機序がかな り異 なる
9’L5’17’z6 ’33 ）

　
一

方， 走幅跳 や走高跳 は ， 筋の 収縮様式か らみ

る と
， 高強度の エ キセ ン トリ ッ ク な収縮 が コ ン セ

ン トリ ッ クな収縮に先立 っ て生 じる典型的な伸張

一短縮 サ イク ル 運動 （stretch 　shortening 　cycle 　ex ・

ercise）で ある
24’25｝

，この伸張
一短縮 サ イ ク ル 運

動は
， 伸張反射機構や 弾性エ ネル ギーの 貯蔵およ

び再利用機構 などの神経 ・筋 ・腱系の 調節機構が

有効に働 き，運動初期 か ら大 きな力を急激に 発揮

で きた り， ある い は 運動効率をよ くする こ とが で

きる
S・5・6 ・8・II　14・且8・23’25・3D

　上述の こ とは ，走幅跳 や走高跳 ，ある い は球技 ス

ポーツ における各種の 跳躍や フ ッ トワ ー
ク を有効

に遂行するため に は
，

バ リス テ ィ ッ ク運動 と伸張
一
短縮サ イク ル 運動の 二 つ の 運動 を有効に遂行で

きる総合的な能力が必要で あるこ とを示 して い る．

　
一般 に

， 下 肢の 筋力の 測定には，ス ク ワ ッ ト運

動や膝伸展運動に よ る最大挙上重量などが用 い ら

れ．下肢の パ ワ ーの 測定に は，垂直跳の跳躍高や

立幅跳 の 跳躍距離 などが用 い られて い る．こ れ ら

を運動遂行時間と筋の 収縮 様式か らみ る と
， 前者

で は ， 運動時間の 制約を受けずに，主に コ ン セ ン

トリ ッ クおよびア イソ メ トリ ッ ク な筋収縮に よ っ

て 発揮で きる力の 上限 を評価 して い る．こ れ に対

して，後者で は，垂直跳の 踏切時間が 浅い 膝曲げ

動作の 場合に は0．546秒 ， 深い 膝曲げ動作の 場合

に は 0．873秒で ある こ とか ら
30）

，比較的長い 運動

遂行時間内に低強度の伸張
一
短縮サ イク ル 運動に

よ っ て発掘で きる力積の 大 きさを評価 してい ると

考えられ る．この こ とは
， 立幅跳に つ い て も同様

で あ る、 したが っ て，
一般に行われ て い る筋力や

パ ワ ーの 測定で は
， 陸上競技の 跳躍能力，ある い

は球技 ス ポ
ー

ツ にお ける各種の 跳躍やフ ッ トワ ー

クを有効 に遂行す る能力 を， 必 ず しも適切 に評価

する こ とはで きない と考えられ る．

　そこで 本研究で は
，

バ リ ス テ ィ ッ クな伸張 一短

縮サ イク ル運動の 遂行能力を， 高度な精密測定機

器を使わずに ，
ス ク ワ ッ ト運動や垂直跳と同様に

一
般的な体力テ ス トと して

， だれで も，
い つ で も，

ど こ で も， 簡単に，測定 し評価で きる テ ス ト方法

に つ い て 検討 した．こ の ため に，典型的なバ リス

テ ィ ッ ク な伸張 一短縮サ イク ル運動 である ドロ ッ

プ ジ ャ ン プにお ける踏切時間 と跳躍 時間の 2 変数

の み を利用して
， 力学的に算出で きる踏切 中の 平

均力 と平均パ ワ
ー
，お よび跳躍高を踏切時 間で 除

した値の 三 つ の 指標を作 成 し， それ らの 有効性に

つ い て検討した．さらに，こ れ らの 各指標 とス ク

ワ ッ ト姿勢 に よる筋力お よび垂直跳 の 跳躍高を比

較する こ とに よ っ て
， 各種 ス ポー

ツ 選手に おける

下 肢の筋力お よび パ ワ
ー

に関す る特性 につ い て 検

討 した．

方 法

1．バ リステ ィ ッ クな伸張一短縮サイクル 運動の

　遂行能力を評価する指標の作成

　 ドロ ッ プジ ャ ン プ は
，

ス ク ワ ッ ト姿勢か ら反動

な しで跳 び上 が る跳躍や ，その 場で い っ たん しゃ

が み 込 ん だ後に 跳 び上 が る垂直跳 とは，神経 ・

筋 ・腱系の 調節機構が異なる こ とが認め られ て い

る
］’725 ’32 ’33＞．い ずれの 研究にお い て も，この 違

い は ドロ ッ プジ ャ ン プが典型的 な伸張 一短縮サ イ

ク ル 運動で ある こ とに よ っ て生 じる こ とを指摘 し

N 工工
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て い る．そ こで 本研究で は， ドロ ッ プジ ャ ン プを

バ リ ス テ ィ ッ クな伸張
一
短縮サ イク ル運動の 遂行

能力の 評価運動 と して用 い る こ とに した。

　 ドロ ッ プジ ャ ン プにおける 踏切中の 身体重心運

動の 変化 は
， 力学的にみ る と，運動量の 変化 と力

学的エ ネル ギーの 変化に よ っ て とらえるこ とがで

きる．そ こ で，踏切 時間 （t，）と跳躍時間 （t。），初

期条件と しての跳 び下 りる台高（hd），
お よび重力

加速度（g　 ＝ 9．81m／s2）を用い て，踏切 中における

体重当た りの平均力（Fi。 d 。 ，）と平均パ ワ
ー（Pi．d ，x ）

の 二 つ の 指標 を， 次式 に よ っ て算出 した．

　Fmdex＝ 1ta／2十 （2・hd／g）
1！2

｝／％十 1…（1）

　PlndeN（m ／s）＝ 1g。（ta／2）2− 2・hd｝／（2。tc）…〔2）

　 ドロ ッ プジ ャ ン プで は，踏切 中の 平均力や平均

パ ワ
ーが同 じで あっ て も，技術 と体力の 両面 を反

映 した跳躍高は異 なる場合がある．また一
方で は ，

跳躍高が同 じで あ っ て も，踏切前半の ブ レ
ーキ動

作や緩衝動作，ある い は伸張か ら短縮へ の 切 り換

え動作な ど の 優劣に よ っ て
， 踏切時間はか な り異

なる場合がある．そこで本研究で は跳躍時間から

求め られる跳躍高と踏切時間を用 い て ， ドロ ッ プ

ジ ャ ン プ の 遂行能力を評価する指標 （Dji。d。 x）を，

次式に よっ て算出 した，

DJ、．dex （皿 ／s）＝ （1／8・9 ・t。
2
）／t，

…（3）

　上述 の 3 つ の 指 標は
， 簡単 な測定装置で あ る

マ ッ トス イ ッ チ を用 い て ， 踏切 時間 と跳躍時間を

測定すれば ， 体育や ス ポー
ツ の 現場 にお い て ， だ

れで も，い つ で も，どこで も，簡単に得 る こ とが

で きる．後述する よ うに ， 本研究の 実験はすべ て

フ ォ
ー

ス プ レー トを用 い て行 っ た． しか し，今後

マ ッ トス イ ッ チ を用い て行 うこ とを考慮 したため

に，本研究で は ，
フ ォ

ース プ レー トか ら得 られ た

デ
ータ は

， 踏切時間 と跳躍時間 の み を利用 した．

　なお本研究で は ， 台上か ら跳び下 りた後の着地，

踏切 直後の 離地，跳躍 後の 着地 の 各時点にお ける

姿勢は同 じで ある，すなわ ちこ れ らの 各時点 に お

ける身体重心高は同 じである とみ な した．

2．評価運動 として用い る ドロ ッ プジャ ンプの 台

高 と膝曲げ動作の決定

バ リ ス テ ィ ッ クな伸張 一短縮サイク ル 運動の 遂

行能力を，適切かつ 安全 に評価するため には ， ド

ロ ッ プ ジ ャ ン プの台高と跳躍動作 を決定す る必要

がある．その ため に
， 実験 1で は

，
ドロ ッ プジ ャ

ン プ における台高の 相違 が踏切時間 と跳躍時間に

及ぼす影響につ い て検討 した．

　また実験 2 で は
， 台高 0．3m か ら の ドロ ッ プ

ジ ャ ン プにお ける膝 曲げ動作の相違が 踏切時間 と

跳躍時間に及ぼす影響に つ い て検討 した．

（1） 被験者

　実験 1 の 被験者には，大学男子体育専攻学生 10

名（21．0± 1．1歳，174．2± 4 ．3cm ，
68．1±4．1kg）

を用い た．被験者の 大部分は， トレ ーニ ン グ の 場

にお い て ドロ ッ プジ ャ ン プを経験 して い た． しか

し， 経験数や経験 した ドロ ッ プジ ャ ン プ の 動作 は，

各被験者に よ っ て異な っ て い た．

　実験 2 の 被験者には，実験 1の被験者の 中の 3

名 （22．0土0。0歳，174，7士 3．lcmt　 69．4 ± 1．4kg ）

を用 い た。

  　試技方法

　実験 1 と実験 2 の い ずれに お い て も， ドロ ッ プ

ジ ャ ン プは，腕 の 振 込 み動作の 影響が ない よう

に，腰に手を当て た姿勢で全力で行わせ た．

　実験 1 で は，被験者に，0．3m ，
0 ．6m

，
0．9m

，

1．2m の 4 種類の 台高か ら 3 種類の 膝曲げ動作，

す なわ ち浅 い （Srnall−DJ）中 くら い （Middle−D亅），

深 い （Large−DJ），膝曲げ動作に よ る ドロ ッ プ ジ ャ

ン プ を行わせた．実際 に は
， 各試技 における膝の

最大屈曲角度 は
， 浅い 試技で は 110　一　130e， 中 く

らい の 試技で は 70 − 90
°
，深 い 試技で は 30 − 50

°

の 範囲内 にあ っ た．

　実験 2 で は，被験者に，0．3m の 台高か ら様々

な膝曲げ動作 に よる ドロ ッ プ ジ ャ ン プ を，十分な

休息 を取 らせ なが ら ラ ン ダ ム に 25　一　30回行わ せ

た．な お試技回数は， ドロ ッ プ ジ ャ ン プ の 至適回

数 を検討 して い る先行研究
22）

をもとに して 決定

した．

（3） 測定項目お よび測定方法

実験 1， 2 と もに，踏切中の 膝関節角度 を左膝

N 工工
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関節外側 に取 り付 けた ゴ ニ オ メ ータ （PandG 社

製）に よ り， また 踏切中の地面反力をフ ォ
ー ス プ

レー
ト（Kistler社製 AG ：9821　type）に よ り， そ

れぞ れ 1　ms ごとに 測定 した，これ らの デ
ー

タ を

もとに して，踏切中点の膝関節角度（膝の最大屈

曲時点の 角度）と，踏切時間お よび跳躍時間を算

出 した．

3．各種ス ポー
ツ選手 における下肢の筋力および

　パ ワー発揮に関する特性

　台高 O．3m か らの 浅 い 膝曲げ動作に よ る ドロ

ッ プジ ャ ン プの Fi
，d。 ，，　 Pi

．dex，
　 DJi

．d 。．
と

， 垂直跳

の 跳躍高（CM 卜H 》，お よび ス ク ワ ッ ト姿勢に よ る

ア イソ メ トリ ッ ク な最大筋力 ｛S−MAX ！BW ）を比

較する こ とに よ っ て ，各種 ス ポー
ッ 選手に おけ る

下肢 の 筋力および パ ワ
ー発揮 に関す る特性 に つ い

て検討 した．

　（1） 被験者

　被験者 には ， 14種 目の ス ポー
ツ 選手93名（21．0

土 1、5歳 ，
172．5± 8．Ocm ， 67．3± 7．5　kg｝を用い た．

図 5 に，各ス ポ
ー

ツ種 目の 被験者数を示 した．ス

キージ ャ ン プ選手 を除 く他の 種 目の 選手は ， 高 い

競技 水準 を持 つ 大学生であ っ た．なお
，
ス キージ ャ

ン プ選手は
， 極 めて 高 い 競技水準 を持 つ 日本代表

選手であ っ た．

　｛2｝ 測定項 目および測定方法

　Finde
： ，

　 Pindt
： ，

　 DJindexの 測定で は
， 被験者に

，

0．3 皿 の 台高か らの 浅 い 膝曲げ動作 に よる ドロ ッ

プ ジ ャ ン プを全力で行 わせ た．その 際に得 られた

踏切時間 と跳躍時間 を ， 前述 の 式（1｝〜（3）に代入 し，

Fi
。 、ler，　 Pi

。d ，r ，　 DJi
。de、 を求めた．

　CMI −H の 測定で は，被験者に，腕の 振込 み動

作を用い ない よ うに，腰に手を当て た姿勢で 全力

で垂直跳 を行わせ た．その 際に得 られ た跳躍時間

をもとに して
， CM 卜H を算出 した．

　S−MAXIBW の 測定で は ， 被験 者に、膝関節角

度90°

の ス ク ワ ッ ト姿勢 に よ っ て
， 肩 に かつ い だ

固定式の シ ャ フ トを全力で 5秒間押 し上げ させ

た．その 際に得られたカ
ー
時間曲線の最も高い 部

分を 1秒 間にわ た っ て 平均 し， s−MAXIBW を求

めた ．

　上 述 の 各試技 は ，
い ず れ フ ォ

ー ス プ レ ー ト

（kistler社製 AG ：9821　type）上で 行わせ た．な

お，試技中の地面反力は，い ずれ も 1ms ご とに

測定 した．

結 果

1． ドロ ッ プジャ ンプに おける台高と膝曲げ動作

　の相違が踏切時間 と跳躍時間に及ぼす影響

　（1） 台高の 相違に よる影響

　図 1 に
，
4 種類の 台高 と3種類の 膝曲げ動作に

よる ドロ ッ プ ジ ャ ン プ の 踏切時 間と跳躍時間 を示

した，こ こ で は ， 踏切時間と跳躍時閥の 台高間の

差 を比較するため に
，

3 種類の 膝曲げ動作 ご と に

一元配置の 分散分析 を行 っ た，その結果， F 値が

有意であ っ た膝曲げ動作 につ い て は ， さらに ラ イ

ア ン の 方法を用い て多重比較を行 っ た．統計処理

の 有意性は，危険率 5 ％水準で判定 した．

　踏切時問は，浅い 膝曲げ動作の 場合 にの み ， 台

高が高 くなるほ ど有意に長 くな っ た． また ， 踏切

時 間 の 平均値 が 0．2秒以 内で あ っ た の は ， 台高

0．3m か らの 浅 い 膝臨げ動作の 場合の み で あ っ

た．跳躍時間は ，い ずれの 膝曲げ動作にお い て も，
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Fig　2．　 Relationships　 between　knee　 angle 　 at　max −

　 imum　 f監exion 、　 and 　 contact 　 time　and 　 air　 time　in

drop　jllmp　from　height　of 　O．3m ．

台高間に有意な差はなか っ た．

〔2） 膝曲げ動作の 相違に よ る影響 （台高 0．3m

　　の 場合）

　図 2 に，様 々 な膝曲げ動作に よる ドロ ッ プジ ャ

ン プの 踏切中点の 膝関節角度 と， 踏切時間お よび

跳躍時間 との 関係 を示 した ．

　被験者 3 名ともに
， 踏切時間は

， 踏切中点の 膝

関節角度が 120eまで は 直線的に低下 し，それ以降

は一定 になる傾向にあ っ た．これに対 して，跳躍

時 間は，踏切 中点の 膝関節角度が 120
°
まで は

一
定

で あるが ， それ以降は急激に低下 す る傾向に あ っ

た．

2． ドロ ッ プ ジャ ンプにお け る踏切時間， 跳躍時

　間 ，
Fi

．d ． x，
　 Pindm

‘，
　 DJindexの 相 互 関係 （台高

　O．3m か らの 浅い 膝曲げ動作による場合）

　図 3 に，踏切時間お よび跳躍時間と，Fi，dei，

Pind。 x ，
　 DJi。 dex との 関係を示 した．　 Fi。d。 x と踏切時

間と の 関係は 二 次曲線に よ く近似 で き，両者間に

は極め て 高い 有意な相関関係が認 め られた （r ；

0．958， P＜0．001）．しか し，
　 Fi。dex と跳 躍時 間 と

の 間に は有意な相関関係が認め られた が
， 相関係

数 は低 い 値で あ っ た （r ＝ O．456
，

P〈 0．001）．こ

れ とは逆の 結果が ， Pi．de、 と踏切時聞お よび跳躍

時 間との 問に認め られ た．す なわち，Pi
。dex と踏

切時 間 と の 間 に は 有意な相関関係が 認め られ た

が ， 相関係数 は低 い 値 で あ り（r ＝ − 0．269，P＜

0．05），
こ れ に 対 して ， Pi

。d。 x と跳躍 時 間 との

5s5P
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Fig　4．　Relationships　between　Findex，　Pindex　and

　D馬nd 巴翼in　 drop　jump　 with 　 small 　 angular 　displace・

　ment 　of 　the　knee　from　height　of　O．3 皿 ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F　hd ，，，

　 　 　 　 　 　 so 　　　3」　　　 4．0　　　 45 　　　 5．o　　　 瓢 5　　　 ｛レ．5

　 　 　 JUMP く5〕

　 　 SPR旧丁‘句

　 GY   CS（3）

　 MNDEAL “ゆ

　 8《SKET 巳乢 L 

　   … 3，

　 巳《S田 乢 L（9，

　 　 RU6 巳Y（雪o）

　 　 KENDO （5｝

　 　 SOCCE 目｛11｝

LONG 窃 ST《N［　q4｝

　 　 SKIJUMP ｛e｝

　 　 SKA正 働

　 SWIMMINGCT｝

0

関係は二 次曲線 によく近似で き， 両者間には極め

て高い 有意な相関関係が認め られ た （r ＝O．987，

P＜ 0．001）．一
方 ， DJi

。d。t と踏切時 間 （r ＝ −

O、667，
P＜ 0．001）， お よび DJi

。dex と跳躍時間 （r

＝ 0．810
，

P＜ 0．001）との 間 に は
，

い ずれ も比較

的高 い 有意な相関関係が認め られた．

　図 4 に
，

Fi
，dex，

　 Pi
， d ， ． ，

　 DJi
。 d 。 、

の 相互関係 を示

した．

　Fi
．dex と Pi

，dex との 間に は有意な相関関係が 認

め られたが ， 相関係数 は高 い 値で はなか っ た （r

＝ 0．578
，
P＜ 0．001）．しか し，　 DJindexと Findex（r

＝O．886，P＜ 0、001），および DJindexと Pindex（r

＝O．891， P〈 0．001）との 問 に は ，
い ず れ も有意

な高い 相関関係が認め られた．

3．各種スポー
ツ選手に おけ る下肢の筋力お よび

　パ ワ
ー発揮に関す る特性

　こ こ で は，台高 0．3m か ら の 浅い 膝曲げ動作

に よる ドロ ッ プジ ャ ンプの 踏切時間 ・跳躍時間 ・

Fi。d。 ，

・Pi，dez ・DJi。d， x ，
　 CMJ −H ， お よび S−MAX ／

BW を用い て
， 各種ス ポ ーツ選手に お ける下肢の

筋力およびパ ワ
ー発揮に 関する特性 につ い て検討

した．

　図 5 に ， 各種 ス ポ
ー

ッ 選手に お ける ドロ ッ プ

ジ ャ ン プ の Fi
． d 。 x ，

　 Pi
． dex ，

　 DJi
。dex を ，

　 Fi
。d。 ．

の 高

Pir跏 ｛mls ［　　　　　　　　　　　　　　DJ 」噛 冨 lm／s）
05　　 1．O　　価 　　 2，0　　 1．0　 15 　　2．0　 2」5　 3ρ　 3．5　 4．0

Fig　5．　 Fin、les，　Pindex　and 　DJinde罵 in　drop　jump　with 　s皿all　angular 　displace皿ent 　of しhe　knee　from　heighしof 　O．3mfor

　Several 　 sport 　 athletes ．
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　　　 DJ 齣山臨 ｛m ／s｝　　　　　　　　　　　　　　　　ChN −H ｛cm 〕
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Fig　6．田 i卩de 竃 i皿 drop　jurnp　with 　small 　angular 　displacement　of　the　knee　from　height　of　O．3m．　hejght　of 　counter

　movement 　jump（CMJ −H），and 　maximum 　strenght／body　weigh しe 翼erted 　by　squat 　pDsture　at　90　degree　of 　knee

　angle （S−MAX ／BW ）for　several 　sport 　athletes ．

い 順 に並 べ て 示 した．

　Findexの 順位 と Pi
。dex，　 DJi

，dex の 順 位 とはか な

り異なる こ とが 認め られ た．

　図 6 に
， 各種 ス ポー

ツ 選 手 に お け る ドロ ッ プ

ジ ャ ン プ の DJi
，d ， x ，

　 CMj−H お よ び S −MAx ／Bw

を， DJi。dex の高い 順に並 べ て示 した．

　DJi。d。．
の 順 位 と CMJ −H

，
　 S−MAX ／BW の 順 位

もか な り異 な る こ とが 認 め られ た，

　DJi
。d。 x は，陸上 競技 の 跳 躍選手 と短距 離選手

が他の 種 目の 選手に比 較して著 し く高 く，
つ い で

ハ ン ドボ ール 選手，器械体操選手，バ ス ケ ッ トボ ー

ル 選手の 順 に 高い 値を示 した．CMJ −H は ， 陸上

麓技の 跳躍選手と短距離選手が最 も高 く，
つ い で

ス ケー ト選手，ス キージ ャ ン プ選手，バ ス ケ ッ ト

ボ ール 選手，野球選手の 順 に高 い 値 を示 した．

S−MAXIBW は ，
ス ケー ト選手 とス キージャ ン プ

選手が他の 種目の 選手に 比較 して 著 しく高 く，
つ

い で 陸上競技の 跳躍選手 ，
バ ト ミ ン トン 選手 ， 陸

上鏡技の 短距離選手の 順に高い 値を示 した．

　なお ， 図 7 に ， Fi． dex ，
　 Pi。 dex ，

　 D亅lndex の 計算に
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選手の 特性を示 した．

用 い た踏切時間と跳躍時間か らみ た各種ス ポー
ッ

　踏切時岡は短い ほど， 跳躍時間は長い ほ ど， そ

れぞれの 課題 に対 して優れて い る こ とに する と，

陸上競技の 跳耀選手 と短距離選手は踏切時間 ， 跳

躍時間 ともに優れて い るタイプ ，
ス ケー ト選手 と

水泳選手は踏切蒔聞，跳躍時間 ともに劣 っ て い る

タイプ， 器械体操選手は踏切時間 に優れ ， 跳躍時

間に劣 っ てい るタイプ ，
ス キージ ャ ン プ選手は踏

切時間に劣 り， 跳躍時間に優 れてい る タイプ とし

て特徴づ けられた．

　図 8 に ， ドロ ッ プ ジ ャ ン プの Fi
，dex

・Pi
。dex

・

DJi。dex ，　 CMI −H お よ び s−MAXIBW をそ れ ぞ れ
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Cgl加 P
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　 　 η
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　 　 　 ftht 　Pth ： 国 輌6隲 α 酬  

標準得点化 して ，各種ス ポー
ッ 選手が これ らの い

ずれに優れて い るかを示した．ここで は，DJi
、der，

CW −H，　 S−MAX ！BW をもとに して，各種 スポー

ッ 選手を 3 群に分けた． A 群は DJi
。de、 が最 も高

く，
つ い で CMJ −H ，

　 S−MAX ！BW の 順 に 高 い 得

点を示 したグル ープ
，

B 群は その 逆の 傾向 を示 し

た グ ル ープ， C 群は A 群 と B群の い ずれ に も属さ

ない その 他の グル ープとした．

　 A 群には
， 陸上競技の 跳躍選手と短距離選手，

器械体操選手および剣道選手 ，
B群には，

ス キー

ジャ ン プ選手 ，
ス ケー ト選手および水泳選手 ， C

詳には ，
バ ス ケ ッ トボール

，
ハ ン ドボール

， 野球 ，

バ トミ ン ト ン ，サ ッ カ
ー
，ラ グ ビーな ど の 球技ス

｛
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Fig　g 　Spearman
’
s　　correlation 　　c  「ficient（by

　ranks ｝between　the　jump　and 　tootwork　capacity

　in　basketba騙　depending　on 　subjec こive　eva 且uation ，

　a 皿dFindex，　Pindex　and 　DJinde
罵
in　drop　jur叩 wi 山

　small 　 ang “Iar　 displacement　 of 　 the 恥n   from

　height　of　O．3m，　height　of　counter 面 ovement 　jump
　（CMJ −H），and 　maximum 　sしrenght ／hr）dy　wei 図ht

　exerted 　by　squat 　POsture　at 　90　degree　o ∬　knee

　angle （S−MAX ／BW ）for　seven 　baske山a且l　players．

　 Adotted 　hne 　is　significant 　level；pく 0．05．

ポー
ッ 選手 と陸上 競技の 長距離選手が それ ぞれ属

した ，

　なお， C 群に含 まれ る球技ス ポー
ッ選手の 中か

ら ，
バ ス ケ ッ トボール 選手を対象して ， ドロ ッ プ

ジ ャ ン プ の Fi
．dex

・Pi
．dex

・D亅i．dex，　 CMj −H お よ

び S−MAX ／BW な どの 指標 と， 実 際の プ レー中

における跳躍や フ ッ トワ ーク の 優劣 との 関係に つ

い て 検討 した．こ の た め に，まず，被験者 8 名の

うち 7名に対 して，日常の トレ ー
ニ ン グや 試合中

にお ける跳躍 や フ ッ トワ
ー

クを互 い に評価 させ ，

こ れ らの 優れ る順に序列をつ けさせ た。つ い で
，

こ の 序列 と ドロ ッ プ ジ ャ ン プ の Findex・Pind
。 x

・

DJi． dex ，
　 cMJ −H お よび S−MAXIBW の 各順位 と

の 間の 順位相関係 数を各選手ご とに算出 し， それ

をもとに して 平均 相関係数を算出 した。図 9 にそ

の 結果 を示 した．

　跳躍やフ ッ トワ
ー

クの序列と上述の 各指標 との

間に は，い ずれ も有意 な平均相関係数は認め られ

な か っ た． しか し， CM1−H （r ＝ O．193．ns ｝や

S−MAXIBW （r ＝ 0．343．ns ）に比較す る と，　 Fi
．d。x

（r ＝ 406，ns ），　Pindex（r ＝O．5Z8，
　 ns ），　DJindex（r

＝ o．716，ns ）と の 平均 相関係数 は高 く，その 中で

も DJi
．deT との 平均相関係数 は最 も高 い 値 で あ っ

た．

考 察

1．バ リステ ィ ッ クな伸張一短縮サイクル 運動の

　遂行能力の評価法

（1） 評価運動 として 用い る ドロ ッ プジ ャ ン プの

　　台高と膝曲げ動作

本研究で は ， まず バ リス テ ィ ッ クな伸張一短縮

サイク ル 運動の 遂行能力を ， 適切 に評価で きる ド

ロ ッ プジ ャ ン プの 台高 と膝 曲げ動作に つ い て検討

した．

　Brooks　and　Thach9）
，　 Desmedt　and 　GOdaux15T17｝

は
， 運動終了 まで の時冏が 0．15秒か ら0．20秒程度

の 極め て短時間に
， 力を爆発的に極限 まで発揮す

る運 動の こ とをバ リス テ ィ ッ ク運動 として 定義

し，ゆ っ くりと力を発揮す るラ ン プ運動や 0．5秒

以上の 長 い 時間を要する 運動 とは区別 して い る．

この バ リ ス テ ィ ッ ク運動で は，主働筋の活動は外

乱に よ っ て影響 されず ， あらか じめ運動 中枢 で プ

ロ グ ラ ム された予定の 出力量や ， 運動遂行時間が

補正 されずに実行されるフ ィ
ー ドフ ォ ワ

ー ド型の

神経制御機構によ っ て制御されて い る可能性が認

め られて い る
2’9’15−17’19’as’33）．また ，

バ リス テ ィ ッ

ク運動で は
， 運動単位の 動員や神経衝撃の 発射頻

度が他の 運動 とは異な り， すば や い 力発揮 に適 し

た バ ター ン に な っ て い る こ と も認 め られ て い る

10，18．27−29 ）

　こ れらの こ とは
，

バ リス テ ィ ッ クな伸張
一
短縮

サ イクル運動の遂行能力を，適切に測定で きる台

高 と膝曲げ動作を決定する ため には ，

一
つ に は，

運動遂行時間，すなわ ち踏切時間を手がか りにす

る こ とが有効で あるこ とを示 して い る．

　本研究で は， ドロ ッ プジ ャ ン プにおい て ， 踏切

時間が陸上競技の 跳躍種目と同程度に短 く， しか

も0．2秒以内で あ っ たの は
， 台高 0．3m か らの 浅

い 膝 曲げ動作の み で ある こ とが 認め られ た （図

1）．台高を 0．3m よ り高 くする と， 踏切前半で

受け止 め る力学的 エ ネル ギーが 大 きくな るため

に，踏切時間は長 くな り， また ， 膝曲げ動作を深

くす ると，垂直跳 と同様 に，踏切時間は 0．5秒よ

りも長 くな っ た．これらの 結果は ， 台高の 高い ド

ロ ッ プ ジ ャ ン プ
， ある い は膝曲げ動作の 深 い ドロ
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ッ プジャ ンプは，
バ リス テ ィ ッ ク運動 の 条件 に合

わない こ とを示 して い る．

　また本研究で は ， ドロ ッ プジ ャ ン プ に おける踏

切時間と跳躍時間は，い ずれ も踏切中点の膝関節

角度が約120
°

で急激 に変化する こ と， 言い 換える

と
， 最 も短い 踏切時間で

， 最 も長 い 跳躍時間を獲

得で きる ドロ ッ プジ ャ ン プは，踏切中点の膝関節

角度が約 120
°
の場合で ある こ とが認め られ た（図

2）．この 踏切中点の 膝関節角度は ， 浅い 膝曲げ

動作の場合と同 じで あ っ た．

　Bobbert　et 　al．
3’4）

は ，
こ の ようなあ まり高 くな

い 台高か ら，浅い 膝曲げ動作で 行うドロ ッ プ ジ ャ

ン プ は
， 身体の 中の 最 も大 きい 弾性体で ある ア キ

レ ス 腱 を含む足関節を有効に利用で きるの で，弾

性エ ネル ギー
の貯蔵お よび再利用機構を有効に活

用で きる運動で あるこ と， あるい は高い 台高に よ

る場合と比較 して ， 地面反力や関節にかかる力に

鋭 い ピー
クが出現 しない の で，安全 な運動である

こ となど を指摘 して い る．

　本研究で は
， 上述の 理由か ら，

バ リス テ ィ ッ ク

な伸張一短縮サ イ ク ル運動の 遂行能力を評価する

運動 として，0．3m の台高か ら浅い 膝曲げ動作で

行 うドロ ッ プジ ャ ン プを用い るこ とに した．

　  　バ リス テ ィ ッ クな伸張一短縮サ イク ル 運動

　　の遂行能力を評価す る指標

　本研究で は ，
バ リ ス テ ィ ッ クな伸張

一
短縮サ イ

クル運動の遂行能力を評価するた め に，台高0．3m

か ら浅 い 膝曲げ動作で行 うドロ ッ プジ ャ ン プの 踏

切時間 と跳躍時間 を用 い て ， 力学的に算出で きる

踏切 中の 平均力 （Fi。d。 x）と平均パ ワ ー（Pi。d， x），お

よび短い 踏切時聞の中で 高い 跳躍高を獲得する能

力（DJi。dex）の 3 つ の 指標 を作成 した．この 3 つ の

指標 と踏切時間お よ び跳躍時間との 関係 をみ る

と，DJi。 d 。 x は踏切時間お よ び跳躍時間 との 聞に

い ず れ も有意 な高 い 相関関係が 認め られ たが ，

Fi
。d。 ．

は踏切時 間，　 Pi
．dex は跳躍時 間 との 間に の

みに有意な高い 相関関係が認め られた （図 3 ）．ま

た ， 3 つ の 指標 の 相互関係 をみ ると， DJi．dex は

Fi
．d。x お よび Pi，Klex との 間に い ずれ も有意 な高い

相関関係が 認め られ たが
，

Fi
．det と Pi

。dex と の 間

には高 い相関関係 は認め られなか っ た（図 4 ）．

　上述 の結果は， Fi
，d，，

と Pi
，dex は踏切時間と跳

躍時間の ど ち らか
一
方を反映 して い るの に対 し

て，DJi
．d。 x は踏切時潤 と跳躍 時間 の 両者 を反映

した指標であ る とともに ， 平均力と平均パ ワ
ー

の

い ずれ も反映 した指標で あるこ とを示して い る，

本研究で は，この よ うな特性を持つ DJindexを，

バ リ ス テ ィ ッ クな伸張
一
短縮サ イクル運動の 遂行

能力を評価する指標 として用い るこ とに した，

　なお，上述 したよ うに
， 各指標の持つ 意味が異

なる ために ， 各種 ス ポー
ツ選手における Fi

．dex，

Pi
。dei，　DJi。de、

の 大 きさとその 順位 はかな り異な っ

た と考えられ る （図 5 》．

2．各種スポー
ツ選手にお ける下肢の筋力お よび

　パ ワ
ー
発揮に関する特性

　本研究で は， 台高 0．3m か らの 浅い 膝曲げ動

作 にお ける ドロ ッ プ ジ ャ ン プの ［）Ji。dei， 垂 直跳

の跳躍 高（CM 卜H），お よび ス ク ワ ッ ト姿勢 による

ア イ ソ メ トリ ッ ク な最大筋力 （S−MAX ／BW ）の 実

測値 とその 標準得点化 した値 を用 い て
， 各種 ス

ポ
ー

ツ選手の 下肢の筋力お よび パ ワ ー発揮に関す

る特性につ い て検討 した．標準得点化 した値をも

とにす ると， 本研究における被験者は大きくA ，

B
，

C の 3群 に分け られるこ とが認め られた （図

8）．

　A 群は DJinderが 最 も高 く，
つ い で CMj −H

，

S−MAXIBW の 順 に高 くな るタイプであ り，
こ れ

に は陸上競技の跳躍選手と短距離選手，器械体操

選手 お よび剣道選手が属 して い た．これ らの ス

ポ ーッ で は
， 競技中における一

動作の 時聞が非常

に短 く， しか も勝敗を決す る瞬間や重要 な局面で ，

力を爆発的に発揮するこ とが要求 される．こ の よ

うな各種目の 特性が ， 上述 した結果に反映された

もの と考え られ る．こ の 最 も顕著な例は，極 めて

高 い DJi、 der を示 した陸上競技の跳躍選手と短距

離選手で ある（図 6）。

　
一
方 B 群 は， A 群 とは逆に

，
　 S−MAX ！BW が最

も高 く，つ い で CMJ−H，　 Djind
。、

が 高 くなる タイプ

であ り， これ に は ス ケ
ー

ト選手，ス キージ ャ ン プ

選手お よび水泳選手が属 して い た． ス ケー トや水
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泳には ， 競技 中にお ける一動作の 時間が比較的長

く， ゆ っ くりした速度で力 を発揮す る局面が多い

こ と，競技 を行 う環境が氷上や 水中で あるため

に，外力に抗 して エ キセ ン トリ ッ クな筋力を爆発

的に発揮する場面が 少ない こ と，ある い は勝敗は

瞬問的な力の発揮 よ りも仕事の 大 きさに左右 され

る こ となどの 特性が ある．また
，

ス キ ージ ャ ン プ

に は
， 滑走局面で は，ア イソ メ トリ ッ クな筋力を

発揮 しなが ら ， 深 くしゃ が み こ んだス クワ ッ ト姿

勢を維持 し， 踏切局面で は
，

で きるだけ短時間に

コ ン セ ン トリ ッ ク な筋力を発揮 しなが らキ ッ ク動

作が 行われ る ことな どの特性が ある．こ の ような

各種 目の 特性 が ， 上述 した結果 に反映 された もの

と考 えられる．その 最 も顕著な例 は，極めて 高い

s −MAXIBW を示 した ス ケ
ー ト選手 とス キージ ャ

ン プ選手で ある（図 6 ）．

　 C 群 は Djindes，
　 CM1−H ，

　 S−MAX ！BW に顕著な

差の ない 群で あり，
こ れに は各種の 球技ス ポ ーッ

選手お よび長距離選手が属 して い た．球技ス ポ ー

ツ で は
，

A 群 ，　 B 群 の 種目とは異な り，競技中に

走，跳 ， 投 ， 打 ， 蹴などの 様々 な動きが要求され

る．こ れ らの 動 きに は
， 大 きな力を爆発的に発揮

す るこ とが 要求 され る もの もあれ ば，大 きな ス

ピー ドを出 さなけれ ばならない もの もある．また，

そ こ で は
， ア イ ソ メ トリ ッ ク ，

コ ン セ ン トリ ッ ク ，

エ クセ ン トリ ッ ク な 3 つ の 筋収縮が ， その 場の 状

況に おい て 使い 分 けられ る．こ の よ うに，球技 ス

ポーッ で は ， 様々 な能力が 総合的に要求され るの

で
，

上 述の ように特徴の な い 結果が得られた もの

と考えられ る．この結果は，ある意味で は球技ス

ポーツ の特徴を反映 して い る．しか し， 球技 ス ポー

ツ選手の 中に は
， 他の 選手に 比較 して

，
フ ェ イ ン

トに よっ て 瞬間的 に敵 をかわ した り， 巧 み なス

テ ッ プをき っ てす ばや く敵 をかわ しなが ら走 り抜

けた り，跳躍する こ とが で きる選手が い るこ とも

また事実で あ る．本研究で は
，

こ の よ うな選手が

ど の ような能力に優 れて い るか を明らか にす るた

め に ， 跳躍や フ ッ トワ
ー

クに優 れる選手の 序列 と

各指標の 順位との 平均相関係数を求め た．その 結

果，跳躍や フ ッ トワ ークに優れ る選手の序列と ド

ロ ッ プ ジ ャ ン プの Fi
．d。x ，　 Pi

、der，　 DJi
．de、

との 平

均相関係数は ， CMI−H や S−MAX ／BW に 比較 し

て 高 く，その 中で も DJi
。d。x との 平均相関係数は

最も高い こ とが認められた．こ の 結果は
， 球技 ス

ポ ーツ選手が跳躍や フ ッ トワ
ー

クに優れ る ため に

は ，陸上競技の 跳躍選手や短距離選手 と同 じよ う

な能力 を身に つ けて い なければ ならない こ とを示

すもの で ある．こ の こ とは，球技 ス ポー
ツ におけ

る跳躍や フ ッ トワ
ー

ク に も， 様 々 な方向へ 急激に

移動す る バ リス テ ィ ッ クな伸張 一短縮サ イク ル運

動が内在して い る こ とを考慮すると十分に 理解で

きる．

　 ドロ ッ プ ジ ャ ン プ に お ける DJi
。dex は，踏切 時

間 と跳躍時間に よ っ て求め られ る．そ こで本研究

で は
， 各種ス ポー

ツ 選 手の DJi
。 dex の 優劣が ， 踏

切時間 と跳躍時 間の どちらに大 きく影響され るか

に つ い て検討 した．踏切時聞は短い ほ ど ， 跳躍時

間は長 い ほ ど
， それぞれ の課題に対して優れ て い

る とする と
， 陸上競技の 跳躍選手や短距離選手は

踏切時間，跳躍時間 ともに優れ て い る タイブ，ス

ケ
ー ト選手と水泳選手 は踏切 時聞 ， 跳躍時間 とも

に劣 っ て い るタイプ
， 器械体操選手は踏切時 間に

優れ，跳躍時間に劣 っ て い る タ イプ ，
ス キージ ャ

ンプ選手は踏切時間に劣 り， 跳躍時間に優れて い

る タイプとして特徴づ けられるこ とが認め られた

（図 7 ｝．上 述 した結果 は
，

DJ
，ndex をも とに して ，

ス ポ ーツ タ レ ン トを発掘 した り， トレ
ー

ニ ン グ効

果を評価する場合に は，そ の 基礎 になる踏切時間

と跳躍時間を評価す るこ とが重要で ある こ と を示

して い る．

　本研究で は
，

バ リス テ ィ ッ クな伸張 一短縮サ イ

ク ル 運 動の 遂行能力 を，台高 O．3m か ら の 浅い

膝曲げ動作の ドロ ッ プジ ャ ン プに おけ る DJi
。de、

を用 い て評価 した．この DJi
．d。x は，踏切時間 と

跳躍時間に よ っ て算出で きるの で，安価な測定装

置で ある マ ッ トス イ ッ チがあれば
， だれで も，

い

つ で も，どこ で も，簡単に測定で きる． したが っ

て ，今後，バ リス テ ィ ッ クな伸張 一短縮サ イク ル

運動の 遂行能力か らみ た ス ポ ーッ適性や トレーニ

ン グ効果を，手軽に しか も精度 よく測定 ・評価す

る際に は有用 になると考えられ る．

　なお，本研究で 用い た台高 0．3m か らの 浅い
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膝曲げ動作に よる ドロ ッ プジ ャ ンプは，腰関節や

膝関節に比較 して，足関節に関与する筋群が大き

く貢献する運動で ある
3’4’30）

．こ れに対 して ， 垂

直跳や ス ク ワ ッ ト姿勢に よる筋力の 発揮は，足関

節に比較して ， 腰 関節や膝関節に関与する筋群が

大 きく貢献す る運動である． したが っ て，本研究

で認め られた各種ス ポーツ選手にお ける下肢の筋

力お よび パ ワ ー発揮に関する特性に は ， 運動遂行

時間や 筋の 収縮様式 に加えて ， 運動様式 に対する

被験者の 特性 も反映 して い る と考えられ る．この

こ とに つ い て は ， 今後さ らに検討する必要がある．

要 約

　本研究で は
，

バ リス テ ィ ッ クな伸張 一短縮サイ

ク ル 運動の 遂行能力を測定 ・評価で きる方法を作

成 し， 各種 ス ポー
ツ 選手 におけ る下肢の 筋力お よ

び パ ワ ー発揮に関する特性に つ い て検討 した．

1．評価運動には ， 典型的な伸張
一短縮サ イク ル

運動である ドロ ッ プ ジ ャ ン プ を用い た． ドロ ッ プ

ジ ャ ン プの台高と膝曲げ動作を，大学男子体育専

攻学 生10名を対象に して検討 した ．その結果，

0．3m の 台高か ら浅い 膝曲げ動作に よ っ て行わ れ

る リバ ウ ン ド型 ドロ ッ プジ ャ ン プは ， 最 も短 い 踏

切時聞で 最 も長い 跳置時間が得られるこ と，バ リ

ス テ ィ ッ クな運動である こ と，安全性が 高い こ と

などか ら評価運動 として 適切で あるこ とが認め ら

れた．

2． ドロ ッ プジ ャ ン プの遂行能力を評価するため

に，踏切時間 （t，）と跳躍時間（t、）を用い て ， 踏切

中の 平均力〔Fi．d．，

＝ lt、／2＋ （2・hd／g）
1121

！tc＋ 1〕と

平均 パ ワ
ー〔Pindex＝ lg・（t．／2）

2− 2・hdl！（2・g）〕，

お よ び短 い 踏切時問の 中で 高い 跳躍高 を獲得する

能力 〔DJi。dex ＝ 　（1／8・g・t、

2
）／g〕の 3 つ の 指標を作成

した ． 3 つ の指標の相互 関係，お よび 3 つ の指標

と踏切時間および跳躍時聞との 関係を ， 14種 目の

ス ポ ー
ツ選手男子93名を対象に して検討 した．そ

の 結 果 ， DJinde、 は， 踏切時 間 と跳 躍時 聞の 両者

を反映 した指標で あるとともに，平均力と平均パ

ワ
ーの い ずれ を も反映 した指標で ある こ とな どか

ら
，

バ リ ス テ ィ ッ ク な伸張一短縮サ イク ル 運動の

遂行能力を評価する最も適切な指標で ある こ とが

認め られ た．

3．14種目の ス ポー
ツ選手に おける下肢の 筋力お

よびパ ワ
ー発揮 に関する特性 を， D亅i．dtt， 垂直跳

の 跳躍高（C田
一H），お よび ス ク ワ ッ ト姿勢に よる

ア イソ メ トリ ッ クな最大筋力｛S−MAX ！BW ）を比

較するこ とに よ っ て検討 した．その結果 ， 実測値

を嫖準得点化 した値をもとにす る と，被験者は大

きくA ・B ・C の 3群に分け られ る こ とが 認め ら

れた．A 群は
， 陸上 競技の 跳躍選手と短距離選手 ，

器械体操選手お よび剣道選手などの よ うに，DJi
。

・

dex が最 も高 く，
つ い で ，

　 CMI −H ，
　 S−MAXIBW

の 順 に高くな る タイプであ っ た． B 群は ，
ス ケ

ー

ト選手，ス キージ ャ ン プ選手および水泳選手など

の よ うに，A 群 とは逆の タイプで あっ た．また C

群 は ， 球技選手や 陸上競技の 長距離選手の よ うに ，

DJindex，　 CMJ −H
，
　 S−MAXIBW に 顕著 な差 の な い

タイプで あ っ た．なお，球技選手の 中で ，跳躍 や

フ ッ トワ
ー

ク の 能 力 に優 れた選手は ， DJi． dex に

優れ る傾 向が認め られた．

　上述の結果は，各種ス ポーツ 選手にお ける下肢

の筋力お よびパ ワー発揮に関する特性を明らかに

するた めに は，
一
般に行わ れて い る筋力やパ ワ ー

の 評 価 に 加 えて ， 本研 究 で 対象に したバ リ ス

テ ィ ッ クな伸張一短縮サイク ル 運動の 遂行能力 も

評価す る こ とが 有効 である こ とを示して い る．そ

の こ とに よ っ て
， 各種ス ポ ーツ選手の 下肢の 筋力

およびパ ワ
ー
発揮か らみ たス ポー

ッ タ レ ン トの発

掘お よび トレ
ーニ ング効果の 評価は，よ り合理的

に実施で きる と考え られる．なお ， DJi
．d。x の 算

出に用 い る踏切時間と跳躍時間は ，
マ ッ トス イ ッ

チ を用い て簡単 に， しか も精度 よ く測定で きるの

で ， DJi。 d 。 x に よ る下肢 の 筋力 お よびパ ワ
ー発揮

に 関する評価は実用的で ある と考えられる．
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